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第６３回福岡県公民館大会開催地：飯塚市 

 
     ●放課後子ども教室推進事業             ●コスモス大学 
 

 

 

 

 

 

 

    ●学習ボランティア                 ●熟年者マナビ塾 

 
飯塚市生涯学習課では、子どもから大人まですべての人々が、生涯にわたって力強く歩み続けるために、「い

つでも どこでも だれでも」自由に学ぶことができる環境をつくっています。特に、地域の様々な年代の
方々を対象に、それぞれのライフステージに応じた学習の機会を提供し、人から人へ、地域社会の中へ、世
代を超えて環流できるような仕組みにしています。 
「コスモス大学」は、高齢者の方々に学習機会を提供し、受講者がこの講座で得た知識や技術を地域での

ボランティア等で活躍につなげていきます。 
また、市内各小中学校区で実施の「放課後子ども教室推進事業」は、子どもの学習意欲を高めるとともに、

積極性や協調性といった社会性を身につけ、「生きる力」をもった子どもの育成をめざし、学校と地域とが連
携し、放課後や週末等に余裕教室等を活用して実施できるよう支援しています。 
その他、市民が身近な場所において、少人数で自主的、自発的に学習できる「いいづか市民マナビネット

ワーク事業」や、熟年者が小学校（余裕教室）に通い、自主的な学習や学習支援ボランティアとしての活動
を行う「熟年者マナビ塾」など、様々な事業を行っています。これからも住民ニーズや時代状況に反映した
事業に取り組み、地域活性化に繋げていきます。 

  

 



北九州再発見企画！ 

「リアル北九州を知る」 
北九州市立南丘市民センター（小倉北区） 

 

【南丘校区の特徴】 

 小高い丘陵地に住宅が立ち並ぶ南丘校区。都心・小倉北区にあって、自然環境に恵まれ、校区

の中央を流れる小熊野川には「ほたる」が生息しています。校区は絶えず環境整備に努め、昭和

５６年に始まった「ほたる祭り（６月上旬開催）」は、２０１８年に第３３回を迎えました。 

 伝統を大切にし、校区住民は行事等に協力的。そんな土地柄ではありますが、少子高齢化の流

れには抗えず、人口約４，８００人のうち、６５歳以上の方が４２．６％※を占めています。 

今後、南丘校区が本市とともに持続的に発展するためには、何が必要なのか。生涯学習市民講

座を計画する際に、常に投げかけられる問いです。※２０１７年９月末現在 

【活動の内容】 

講座「リアル北九州を知る」では、市内各区の歴史や風土を学びます。それも、座学に加え、

実際に現地を訪れて歴史的遺構などに触れ、よりリアルに理解を深めてもらっています。 

これまでに取り上げたテーマは、「ＫＦＣ（北九州フィルムコミッション）物語」（門司区）、

「近代以降の産業の歴史と文化を学ぶ」（若松区）、スピンオフの「花薫る北九州」藤の吉祥寺（八

幡西区）とバラのグリーンパーク（若松区）。今年度は「長崎街道をゆく」（八幡西区）と「くき

のうみクルーズ＆旧松本邸１００年のレキシに触れる」（戸畑区）をテーマとして取組みます。 

学びを介在としたシビックプライドの醸成や、参加者相互のふれあいによる地域交流、行程に

ウォーキングを取り入れての健康増進などを目指しています。 

【活動の成果と今後の展開】 

 本講座も今年で４年目に突入。少しずつ、新しい顔ぶれにもご参加いただけるようになりまし

た。校区外からのご常連には、わが校区・南丘をアピールしています。この秋には、初の学びを

振り返る企画「リア北ファン・ミーティング」を開催の予定です。次年度も継続して、目指すは

７区制覇です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問合せ 北九州市立南丘市民センター 

北九州市小倉北区熊谷１―２６－１５ TEL＆FAX ０９３（５８２）７３２８ 

冬の風物詩「おえべっさん」と若松再発見ツアー 

２０１６年１２月 
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町の文化振興にむけて 

志免町中央公民館 

【町の概要】 

志免町は、福岡県の西部、福岡都市圏のほぼ中心に位置しており、福岡市に隣接した南

北に細長い総面積 8.7 平方キロメートルの県下では 3 番目に小さな町です。     

福岡市のベッドタウンとして住宅開発が進み、人口は着実に増加しており、現在、人口

は 4 万人を超え、人口密度は全国の町村では第 1 位の町になりました。 

 

【中央公民館】 

 志免町には、中央公民館と３０の自治公民館があります。中央公民館は、町のほぼ中

心に位置し、町民の教育や文化、スポーツの振興を目的とし各種事業を行っています。   

 施設内には、音楽発表会や踊りなど、文化発表の場となる「大ホール」、展示や町民

の憩いの場である「町民ホール」、会議や研修会に使用される「視聴覚室」、町の歴史を

学べる「歴史資料室」があり、様々な場面で活用できる施設が複合しています。  

 

【志免町文化祭】 

 中央公民館事業として、毎年秋に２日間かけて文化祭を 

開催しています。 

 １日目は、美術展を開催しています。昨年は、町内２６  

団体が絵画や習字、パッチワーク、陶器などの作品の出展 

をし、大盛況でした。 

 ２日目は、町文化協会による芸能発表、露店の出店やパ  

トカー・はしご車の試乗など、町内の様々な団体に協力い 

ただきながら、老若男女問わず楽しめるイベントをたくさ  

ん企画しています。 

 

【成果】 

 例年、文化祭の来場者は５ ,０００人を超え、町を代表す 

る１大行事となっています。 

美術展やステージ発表をとおして団体からは、「発表の場  

をいただきありがとうございます。」というお声を多数いた  

だいおり、事業の有用性を感じています。 

また、発表を見た方からは、「文化祭に出ていたあの団体 

に参加したい！」とお問い合わせをいただくことも多く、文化 

祭をとおして今後も文化の輪が広がっていければと考えています。  

  

【問合せ先】 志免町中央公民館（志免町立町民センター） 

〒８１１－２２４４  糟屋郡志免町志免中央一丁目２番１号 

ＴＥＬ ０９２－９３５－７１００ ＦＡＸ ０９２－９３５－７１４１ 

（美術展の様子）  

（ステージ発表の様子） 



回想法を活用した出前講座 

大木町図書・情報センター（中央公民館） 

〇大木町と公民館の紹介 

大木町は、人口は 14,200 人で福岡県の南西部に位置し、筑後平野のほぼ中央にあります。町

全体が標高 4〜5 メートルのほぼ平坦な田園地帯となっています。また、町の総面積の約 14％を

占める堀（クリーク）が、町全域を縦横無尽に張り巡らしており、その総延長は約 270ｋｍにお

よぶ日本屈指のクリーク地帯です。 

大木町図書・情報センターは、中央公民館・まちづくりセンター・図書館機能を融合し、町民の

皆さんの学び・情報発信施設として平成 22年に開館しました。町内には、41 の自治公民館があ

り、その活動支援を行っています。 

 

〇事業実施の経緯 

本町の人口は微増してきましたが、平成 24年をピークに減少に転じ、高齢化率も増加し 2050

年にピークを迎えると推測され、本町においても介護予防・認知症予防など町民の健康寿命を延

ばす対策が急務となっています。そこで、公民館機能と図書館機能を持つ施設の強みを活かした

事業ができないか検討したところ、図書館が所蔵する昔の資料や図書（紙芝居）を用い、回想法の

手法を活用した地区公民館への出前講座を計画しました。 

 

〇事業の内容（平成 29年度開始） 

そもそも「回想法って？」というところからのスタートで

したが、町の保健師に相談しながら、事業計画を立てまし

た。参加者（70 歳代）が幼少期の頃に見た紙芝居や当時の

学校や生活を描かれた絵本の読み聞かせを実施し、話の間

には参加者に当時の状況を思い出して話してもらう時間を

設けました。 

初年度は 10 地区に足を運び、学生時代や初恋の話題な

どで盛り上がる地区もありました。しかし、参加者によって

は、反応を見ながら紹介する本や紙芝居をその場で変更しな

いと効果が少ないことに気づきました。事業効果をより高め

るために職員がニーズに対応できる引き出しを増やして行

くことが現段階での課題です。 

また、今年度は、13地区で実施するとともに事業効果を

高めるために職員が認知症サポーター養成講座を受講する

予定です。 

                           

 

 

 

 

回想法とは、昔の懐かしい写真や音楽、昔使っていた物
などを見たり、触れたりしながら、昔の経験や思い出を引
き出す一種の心理療法です。認知機能改善についての検証
もされています。 

○問合せ先 

〒830－0416 福岡県三潴郡大木町大字八町牟田 255－1 

大木町図書・情報センター（生涯学習課 文化・町民活動支援係） 

電話 0944－32－1047 E-mail：gakusyu@town.ooki.lg.jp 

【写真：出前講座の様子】 



豊かな心と創造力を育む～人権のまちたがわ～ 

田川市中央公民館 

【地域の概要及び経緯】 

田川市は、県の北部に位置し、三方を山並みに囲まれた田川盆地の中心にある市です。

子どもたちが、自分の良さや個性に自信を持ち、主体的に行動し、必要とされていると感

じる人間の育成のために、学校・家庭・地域が緊密に連携した教育をすすめています。 

昨年度実施した「人権問題に関する市民意識調査」から、「『人権問題の基本的内容』の

教育・啓発が不十分だった」といった課題が明らかとなりました。 

そこで、住民の人権意識・人権認識・人権感覚の高揚を図るため、地域に根差したきめ

細かな人権・同和教育講座を開催しています。 

 

【活動内容】 

○田川市人権・同和教育中央講座（年３回）（写真１） 

 地域・職場における推進者・牽引者層（区長、公民 

館長、行政職員、教職員等）を対象とした講座です 

（昭和６０年度より実施）。人権問題を取り巻く状況 

が日々変化する中、焦点を当てるべき人権課題に関 

する学びを中心に、多様な手法で実施しています。 

○なるほど人権セミナーたがわ（５回シリーズ） 

 平成３０年度より新規に行うセミナーです。 

本セミナーでは、人権問題に関する基本的な認識を 

中心に、田川地域の特性などを踏まえた系統的な 

「人権の学び」を受講者と共有しています。 

○校区（自治公民館等）人権・同和教育講座（写真２） 

この講座は、地域等と十分な連携の下、校区の課題 

や要望と行政の主体性を重ね合わせて、講座内容や 

講師の設定を行い、住民が居住している最寄りの施 

設（中学校区及び自治公民館単位）において実施し 

ています。 

 

【成果と課題】 

講座の周知をよりていねいに行った結果、参加者は前年比の約２倍となりました。アン

ケート結果からも講座の内容が十分に伝わったことが明らかとなり、有意義な「人権の学

び」となっています。また担当職員が各校区と連携を図り、全中学校区で講座を実施でき

ました。人権問題を取り巻く現状や校区における重要な人権課題を担当職員が提示し、そ

の課題を切り口にして講座を実施した校区が多くありました。今後は、「人権問題に関する

市民意識調査」から明らかとなった課題の解決に向けた取り組みがさらに求められます。

とりわけ自治公民館の講座はまだまだ実施館が少ないため、講座の趣旨を関係者にていね

いに伝え、広げていく必要があります。 

 

 

【問合せ先】 田川市中央公民館（田川市民会館） 

〒８２５－０００２  田川市大字伊田２５５０－１ 

ＴＥＬ ０９４７－４４－５１１０ ＦＡＸ ０９４７－４９－３０８５ 

《写真１：田川市人権・同和教育中央講座》 

《写真２：校区人権・同和教育講座》 



シンポジウム ＜平成３０年度 県公連の役員＞ 

 

 去る５月２９日開催された福岡県公民館連合会の評議員会において、平成２９年度の事業報告及び平成３０年度

の事業計画等が承認されました。 

 また、本年度は役員の改選期ですので、就任された方々を併せて紹介します。 

 

【会長・副会長】 

役職名 氏 名 所属・職名 

会 長 木原 忠 宇美町長 

副会長 安部 正俊 福岡県社会教育委員連絡協議会長 

（久山町教育委員会教育長） 

副会長 入江 哲生  筑前町教育委員会教育長 

副会長 牟田口 清 みやま市中央公民館長 

 

【理事】 

地区名 氏 名 所属・職名 

北九州市 野田 久敏 北九州市市民文化スポーツ局地域・人づくり部生涯学習課社会教育主事 

福岡市 前野 隆之 福岡市市民局コミュニティ推進部公民館支援課長 

福岡地区 町村部 新宅 信久 粕屋町教育委員会社会教育課長 

北九州地区 町村部 古後 憲浩 鞍手町教育委員会教育課長 

北筑後地区 町村部 室井 慶久 東峰村教育委員会教育課長 

南筑後地区 市 部 牟田口 清 みやま市教育委員会社会教育課中央公民館長 

筑豊地区 町村部 中村 久美子 川崎町教育委員会社会教育課長 

京築地区 市 部 三角 正純 行橋市中央公民館長 

専門部会 部 長 平川 敏士 宗像市市民協働環境部コミュニティ協働推進課コミュニティ係長 

 

   

【監事】 

地区名 氏 名 所属・職名 

北九州地区（町村部） 花井 秀俊 宮若市教育委員会社会教育課長 

南筑後地区（市 部） 樋口 佳司 筑後市中央公民館長 

 

 

【専門部員】 

地区名 氏 名 所属・職名 

北九州市 野田 久敏 北九州市市民文化スポーツ局地域・人づくり部生涯学習課社会教育主事 

福岡市 町  宗博 福岡市市民局コミュニティ推進部公民館支援課公民館係長 

福岡地区  平川 敏士 宗像市市民協働環境部コミュニティ協働推進課コミュニティ係長 

北九州地区  松下 友浩 中間市教育委員会生涯学習課公民館係長 

北筑後地区  石井 孝幸 うきは市市民協働推進課コミュニティ支援係長 

南筑後地区  野田 昌志 大木町教育委員会生涯学習課長兼中央公民館長 

筑豊地区  平澤 建太 田川市教育委員会文化生涯学習課中央公民館主任 

京築地区  森岡 みゆき 豊前市教育委員会生涯学習課生涯学習係長 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜本年度の主な事業＞ 

１ 専門部会 

 (1) 公民館大会、実践交流会の企画・運営 

 (2) 地区別研修会、公民館事業活性化研修の運営補助等 

 (3) 公民館に関する資料等の収集及び提供等 

 

２ 研究・研修事業 

 (1) 第６３回 福岡県公民館大会 

    ・期 日 平成３０年８月１０日（金） 

     ・会 場 飯塚市 イイヅカコスモスコモン 

    ・内 容 大会式典、講演、インタビュー・ダイアローグ 

 

 (2) 公民館実践交流会 

   県内公民館関係者・コミュニティ施設関係者が一堂に会し、日頃からの実践を発表し、意見・資料・情報等

の交換をとおして、これからの公民館の在り方を考える。 

   ・期 日 平成３１年１月２３日（水） 

   ・会 場 宗像市 宗像ユリックス 

 

 (3) 公民館地区別研修会 

   県内８地区で各地区の実態に応じ、主体的な企画による研修を行う。 

   ただし、研修の内容は、各地区の公民館関係者相互で、公民館を取り巻く状況等について理解を深めるも 

 のとする。 

  【対象地区】 

   北九州市、福岡市、福岡地区、北九州地区、北筑後地区、南筑後地区、筑豊地区、京築地区 

 

 (4) 公民館事業活性化研修（全公連助成事業） 

      県内公民館関係者・コミュニティ施設関係者が、様々な研修を通して公民館事業の活性化をとおした地域づ

くりの在り方を探る。 

・期 日 平成３０年１１月２７日（火） 

・会 場 福岡県立社会教育総合センター 

 

 (5) 第４０回全国公民館研究集会への参加奨励 

・期 日 平成３０年１１月１日（木）～２日（金） 

   ・主 会 場 東京都 日本青年会館 

 

 (6) 第６９回九州地区公民館研究大会への参加奨励 

・期 日 平成３０年１１月１５日（木）～１６日（金） 

   ・主 会 場 沖縄県那覇市 沖縄県立武道館 他６会場 

 

 (7) 公民館全国セミナー（全公連主催）への参加者の推薦 

・期 日 平成３１年１月３０日（水）～２月１日（金） 

・会 場 国立オリンピック記念青少年総合センター 

 

３ 情報・資料等の提供事業 

 ＜ホームページによる情報提供＞ 

   市町村の特色ある公民館活動や県公連の活動状況、実践交流会で発表された実践事例等をホームページに 

 掲載し、情報提供の充実に努める。 

     ・公民館情報紙「ねっとわーく」 

   ・福公連資料「公民館福岡」 

      ・他県の公民館活動 

      ・県公民館大会誌 

      ・県内公立公民館一覧等 


	1（表紙）
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